
♢第 98 回関西学生陸上競技対校選手権大会 ロードの部♢ 

2021 年 4 月 22 日 於：ヤンマーフィールド長居付設長距離競走路

 
 
＜主将コメント＞ 

関西インカレハーフでは 4 位と 8 位に入賞し、6 点獲得し

ました。事前の分析を上回る結果となり、選手たちは T&F

の部に向けて弾みをつけてくれました。昨年は開催でき

なかったロードの部で健闘できたことは、神戸大学陸上

競技部全体にとって価値のあるものだと考えています。

T&F の部では現在の 2 部校の中で総合力のある大学と

して優勝し 1 部昇格を目指していきます。OB の皆様、引

き続き T&F の部のご声援をよろしくお願いいたします。 

 

＜パート長コメント＞ 

去年は未開催ということもあり、満を持して挑んだ大会で

した。これまでハーフマラソン用の別メニューを組み、互

いに切磋琢磨して練習してきたので、3 人中 2 人入賞とい

う形で結果を残せたこと嬉しく思います。しかし、ラスト勝

負で勝ちきれない弱さを各々実感しました。T&F の部では

ぜひ納得のいく走りを追い求めてほしいと思います。最後

になりましたが、朝早くから補助員やサポート、応援あり

がとうございました。 

 
＜出場者コメント＞ 

 

若江 亮平(4) 

目標であった 3 位をラスト 100m で逃してしまい、力不足

以上に勝負弱さや判断力のなさを痛感するレースでした。

取り逃した 1 点は T＆F の部で取り返します。応援ありが

とうございました。 

 

田上 雄士(4) 

最初で最後の関カレハーフということで気合を入れて臨

みました。冬季はハーフに向けて走力アップを図ってきた

ので、最低限の 8 位ではありますが、実力を発揮しチー

ムに貢献できて良かったです。 

 

 

岡田 卓也(3) 

このような難しい時期にこの大会を開催して頂いた事、そ

して神戸大学陸上部の代表の一員として託してくれた仲

間達、そして直接とはいきませんでしたが、暖かい声援を

送って下さった全ての方々に感謝を申し上げます。目標

だった 8 位入賞には遠く届かず、非常に悔しい結果となり

ました。また、神戸大学陸上部の目標である、一部校昇

格のための一助にもなれなかった事は本当に申し訳なく

思います。この結果を真摯に受け止め、目標達成には何

が足りていなかったのかを考え、次こそは自分を支えて

下さっている全ての方々に、結果で恩返しできる様に、

日々陸上競技に向き合っていきます。本当に有難うござ

いました。 
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